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研究成果の概要 

時間的領域光干渉の観測に向けた研究において、屈折率境界を光学的に生成するための非線形媒質（フ

ォトニック結晶ファイバ）以外の実験系部品における非線形光学効果の抑制や、二次の強度相関を指標

とした信号光入射位置の高精度調整といった種々の実験方法の改善を行った。結果、ソリトンポンプ光

パルスによって生成した屈折率境界へと入力した別の信号光パルスの波長をおよそ 90%の効率で変換

することに成功し、高い反射率での時間領域光反射が得られたことを示唆する結果を得た。量子情報デ

バイスのフットプリント縮小の研究について、量子光源の真の小型化に向け、励起光源を固体ベースのモード

同期レーザーから半導体レーザーへと置き換えたシリコン導波路型量子光源を開発した。今後、半導体レー

ザー光源とシリコン導波路の間に挿入しているファイバ光増幅器を導波路化することで、量子光源の真の小

型集積化を目指す。AlGaAs 細線光導波路を用いた真空スクイズド光発生に成功し、シリコン導波路の課題で

あった強励起域における非線形吸収を大幅に改善した新たな量子光源を開発した。今後は光量子演算回路

との集積化に向けた検討を行う。量子情報処理実験の規模拡大のため、光子数識別機能のない閾値型単一

光子検出器を複数組み合わせた光子数識別検出システムを構築した。加えて、独自の光子数分布推定手法

を用いた結果、通常は検出器の台数までとされる識別光子数上限を約 2 倍に拡張することに成功した。さら

に、異なるモード間の光子数分布の相関を復元することにも成功した。 
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